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今年で通電焼結(旧称 SPS)研究会２２年目 

『ＳＰＳはアラジンのランプか魔法の杖か？』 

『・・・メカニズムが分からない状態では科学といえない。』 

                      ・・・故・平井敏雄先生のお言葉 (第 1 回 SPS 研究会にて) 

 

平井先生は SPS研究会（現・通電焼結研究会）の創設者で初代 SPS研究会会長です。東北大学 金属

材料研究所 平井敏雄名誉教授、元・日本セラミックス協会会長、元・JFFC専務理事、数々の要職を歴

任され・・・そして、FGMsコンセプト創始者のお一人、元・FGMs研究会副会長、FGMs国プロジェ

クトリーダー（文部科学省）でありました。 

今日 SPS技術が日本のみならず欧米・ロシア・中国・韓国アジア諸国全世界へ広まったのは平井先生

のお蔭であることは間違いありません。住友時代から長年平井先生には語り尽くせないほど暖かいご指

導ご支援をいただき大変お世話になりました。平井先生追悼とし私の思いと SPS研究会発足の経緯など

をご紹介致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

♦平井先生追悼特別講演-1 

  

平成25年7月 平井先生のご自宅にて FGMs創始者の先生方と。 

(左から筆者、故・上村先生、平井先生、渡辺龍三先生、新野先生) 

平井先生の“こけし”著書 （後列左から：平井先生、渡辺義見先生、奥様） 

第 2２回通電焼結研究会 (旧称：SPS 研究会） 
  ・平成 2９年（201７）１１月３０日－１２月１日 

  ・宮城県仙台市 ホテル華乃湯大会議場於（主催：東北大学金属材料研究所） 



１．出会い 

KSP（かながわサイエンスパーク）の住友石炭鉱業（株）執務室に大森先生から電話があり、たまた

ま私が在席で電話をとったのが発端である。「SPSでこれができないか？」との問いに当時長時間電話

でお話をさせていただいた。その後大学への 1号機として東北大学金属材料研究所へ SPS装置が納入さ

れた。1992年(平成 4年)頃のことである。当時私は異種材料の SPS接合法（傾斜接合）の研究を行って

いて平井先生とそのお話をしたら「それは傾斜機能材料だ!!」・・・ということで私が FGMsの研究の

道に入った次第である。当時平井研はCVD法でのFGMs研究を中心に行っていた。その後、SPSで“FGMs

がいろいろとできるな…”ということになった。 

 

２．スイスでの第 3回 FGMs国際シンポジウムに参加 

東北大での研究が進み、SPSで ZrO2-SUS、SiO2-SUSやポリイミド樹脂-Alの FGMsなど種々の材種

組み合わせも容易に合成できることが分かり MRSほか様々な学会発表を行った。また平井先生に誘われ

1994年スイス・ローザンヌでのFGMs国際会議に共同研究者として参加した。そのような経緯を経て1995

年金研の非常勤講師を委嘱（当時：西澤潤一東北大学第 17代総長よりの任命書）された。 

 

３．SPS研究会の創設 

1年間の御役目終了の打上げで、大の温泉好きの平井先生のご提案により、大森先生と三人で平井先

生自ら運転のランクルに同乗し、途中では缶ビールを買い込み作並温泉・岩松旅館へ行った。そこで『SPS

も大分普及してきたようなので産学官の手弁当の集まり「SPS研究会」をつくろう』ということになっ

た。平井先生を会長に大森先生が事務局長、私（住友石炭鉱業）が裏方役をやるというお約束であった。

第 1回を金研ワークショップとし東北大学金研で開き、以降毎年 1回 1泊 2日の日程で日本各地にて開

催され、韓国、ロシアとの共催ワークショップ含め今年で 22回目を数えるに至った。開催地概略は後頁

の一覧表を参照願いたい。また、節目の「第 20回通電焼結（SPS）研究会講演要旨集」にこの設立経緯

についてもう少し詳しく述べているのでお読みいただければ幸いである。 

 

４．平井先生のお人柄とアドバイスと御恩 

平井先生はお会いするといつもニコニコとしていて親しみやすく大変温和なお人柄でした。 

①2000年粉体・粉末冶金協会の「技術功績賞」受賞は平井先生からの推薦であった。 

②『バイオの研究をやった方が良い。』とのアドバイスがあった。その後、日本大学 NUBICのバイオプ

ロジェクト、世界的に著名な海外バイオ企業の受託研究開発などの実施に至った。 

③中国・上海珪酸塩研究所の陳立東先生のこと。 

平井先生のお奨めで陳さんの嫁入り道具とし SPSが同研究所に入り中国での SPS技術普及の礎となった。 

④住友時代に承認採択された NEDO(経済産業省)の FGMsプロジェクト（第 1期:日米国際共同研究、第

2 期:実用化研究）に多くのアドバイスをいただき、その開発評価委員会の委員長をご快諾いただいた。 

⑤『「SPS」の名称は大切なことだぞ。』と言われて第 1回国際 SPSワークショップをシンガポールで

開催したこと。また、2005 年ハワイでの PACRIM-6 国際会議で SPSセッションを設け共同オルガナイ



ザ（カルフォルニア大学/ Prof.Z.A.Munir,東北大/平井教授、龍谷大/大柳教授、住友石炭鉱業/鴇田 他）

になっていただきこのセッション論文が纏められアメセラから初の SPS専門書(英文版)が発刊された。 

・・・などなど。挙げればまだまだ沢山ある。 

 

さて、余談ですが、平井先生は「こけしの大家」です。全国こけし連盟の全日本こけしコンクール審査

委員でこけしにまつわる著書を数多く出されています。著者サイン入り書籍を何度かいただきました。

私が大阪大学の博士号授与されたときにはお祝いに大きなこけしをプレゼントしていただきました。 

また、平井先生はフットワーク軽く写真を撮ることがお好きな方でした。撮った写真を沢山送っていた

だきました。後頁に平井先生との思い出“あの日ある時”懐かしの写真を添えたのでご一覧下さい。 

 

毎年毎年味わい深い手彫り版画の年賀状をいただきました。 

先生がズーッとお気にかけていたことが３．１１東北大震災その後の復興のことでした。 

『東北の復興はまだまだだから忘れないでくれ・・・』といただいた長いお手紙にはいつも書き添え

られていました。 

大震災以降、この「通電焼結（SPS）研究会」が毎年仙台の地で開催され続いてきたことが少しでも何

らかの形で復興のお役に立っていればと思います。 

 

平井先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  

SPS 研究会と平井先生あの日あの時 

 
 

▲私が住友/ｼﾝテックスから NJS
へ移籍後(2010 年 11 月)・・・ 
平井先生と二人で岩松旅館にて 

平井先生、大森先生と私 
皆んなで平井先生を囲んで 
(第1回SPS研究会 秋保温泉・蘭亭にて) 

 

 

思い出の地・・・平井先生がお好きだった作並温泉・岩松旅館の露天風呂 

  

 

▲“こけし”が出迎える作並温泉駅プラットホーム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008年 FGMｓ研究会OB会(仙台) 

第 13回 SPS研究会（会場：新潟県県央地域地場産業振興センター大会議室） 

 

 

 

第1回 SPS研究会(金研ワークショップ) 

（会場：東北大学金属材料研究所 講堂、

懇親会：秋保温泉・蘭亭） 

（第 12 回 佐賀県窯業技術ｾﾝﾀｰにて） 

（第 11 回 島根県産業技術センターにて） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平井先生が JFCC専務理事時代に中国政府から「友誼奨」受奨時の報告文です。 

 

 



 

※第6回SPS研究会“沖縄”開催講演要旨集へ平井先生からいただいた寄稿文です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

(No.回 ) ( 開催地 )  ( 開催年月日 )    ( 会  場 )               実行委員会 (備考) 

 

第１回 宮城県仙台市 H8(1996)9/12-13 東北大学金属材料研究所 (金研) 講堂 (宿:秋保温泉蘭亭) 

２．秋田県田沢湖町  H9.9/11-12    田沢湖ハイツ 大会議室         秋田県工業技術センター 

３．広島県呉市    H10.11/26-27    ビューポート呉ホテル大会議室     広島県立西部工業技術センター 

４．北海道定山渓  H11.11/25-26    定山渓グランドホテル大会議室    北海道立工業試験場 

５．宮城県仙台市 H12.11/30-12/1  東北大学金属材料研究所/作並温泉・岩松旅館 大会議室 東北大金研 

【併催】 H12.11/29   国際会議・金研ワークショップ「放電プラズマ焼結(SPS)の基礎」 

６．沖縄県国頭郡恩納村 H13.10/25-26ﾎﾃﾙ･ﾙﾈｯｻﾝｽﾘｿﾞｰﾄ沖縄大会議室 琉球大学・沖縄県工業技術ｾﾝﾀｰ 

【併催】 H13.10/25 “第2回日韓 SPSフォーラム The 2nd Japan-Korea SPS Forum” 

７．長野県千曲市  H14.11/28-29 戸倉上山田温泉・ホテル清風園大会議室  長野県工業技術センター 

【共催】 長野県テクノ財団  

８．富山県富山市  H15.11/27-28  富山県工業技術ｾﾝﾀｰ/雨晴温泉・磯はなび大会議室 富山県工技ｾﾝﾀｰ 

９．愛媛県松山市  H16.11/25-26  テクノプラザ愛媛/道後温泉道後館会議室  愛媛県工業技術センター 

10. 愛知県犬山市  H17.12/1-2  ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽｾﾝﾀｰ/名鉄犬山ホテル大会議室 財団法人ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽｾﾝﾀ- 

11．島根県松江市 H18.11/30-12/1 島根県産業技術ｾﾝﾀｰ/玉造温泉・長生閣大会議場 島根県産業技術ｾﾝﾀｰ 

12．佐賀県佐賀市 H19.11/29-30 佐賀県窯業技術ｾﾝﾀｰ/嬉野温泉・嬉野館 大会議場  佐賀県工業技術ｾﾝﾀｰ 

（実行委員会）佐賀県工業技術ｾﾝﾀｰ、佐賀大学 

13．新潟県三条市 H20.11/27-28 新潟県県央地域地場産業振興センター/弥彦温泉・みのや 大会議室 

（実行委員会）新潟大学、長岡技術科学大学、長岡高専、新潟県県央地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ 

14．宮城県仙台市 H21.11/20-21  東北大学金属材料研究所・講堂/松島温泉・ホテル一の坊 大会議室 

（実行委員会）東北大学金属材料研究所 

15．大阪府大阪市 H22.12/2-3 大阪市立工業研究所会議室/有馬温泉・兵衛向陽閣大会議場  

（実行委員会）大阪市立工業研究所、大阪大学、大阪府立産業技術総合研究所 

16．宮城県仙台市 H23.11/21-22 東北大学金属材料研究所・講堂 (懇親会場:秋保温泉・ホテル華乃湯) 

（主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所 

（共催）日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

17．宮城県仙台市  H24.12/3-4  東北大学金属材料研究所・講堂 (懇親会場:秋保温泉・ホテル華乃湯) 

（主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所「外部場励起紛体粉末冶金プロセスによる材料開発と応用」 

【協賛】 国際セラミックス連盟（ICF：International Ceramics Federation）、 

粉体粉末冶金協会/傾斜機能材料委員会、日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

18．宮城県仙台市  H25.12/5-6  東北大学金属材料研究所・講堂 (懇親会場:秋保温泉・ホテル華乃湯) 

（主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所「外部場励起紛体粉末冶金プロセスによる材料開発と応用」 

【協賛】 国際セラミックス連盟（ICF：International Ceramics Federation）、 

表１．SPS研究会/通電焼結研究会の開催歴史年表 
 



粉体粉末冶金協会/傾斜機能材料委員会、日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

19．宮城県仙台市  H26.12/4-5  東北大学金属材料研究所・講堂 (懇親会場:秋保温泉・ホテル華乃湯) 

【併催】日露国際会議・金研共同研究ワークショップ 「通電焼結技術による新材料開発と実用化」 
“Japan-Russia Workshop on Advanced Materials, Synthesis, Process and Nanostructure” 

(主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所 

【協賛】 国際セラミックス連盟（ICF：International Ceramics Federation）、 

粉体粉末冶金協会/傾斜機能材料委員会、日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

20. 宮城県仙台市 H27.12/3-4 会場：秋保温泉・ホテル華乃湯 大会議室 (懇親会場:ホテル華乃湯)   

金研 研究部共同研究ワークショップ 「通電焼結技術による新材料開発と実用化」 

(主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所 

【協賛】 通電焼結研究会、国際セラミックス連盟(ICF：International Ceramics Federation） 

粉体粉末冶金協会/傾斜機能材料委員会、日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

 

21. 宮城県仙台市 H28.12/1-2： 東北大学金属材料研究所 講堂（懇親会場:秋保温泉・ホテル華乃湯） 

金研 研究部共同研究ワークショップ 「通電焼結技術による新材料開発と実用化」 

(主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所 

【共催】 通電焼結（SPS）研究会、金研・学際・国際高度人材育成ライフイノベーションマテリアル 

創生共同研究プロジェクト 

【協賛】 国際セラミックス連盟（ICF：International Ceramics Federation）、 

粉体粉末冶金協会/傾斜機能材料委員会、日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

 

第22回 宮城県仙台市 H29.11/30-12/1 会場：秋保温泉・ホテル華乃湯大会議室(懇親会:ホテル華乃湯) 

金研 研究部共同研究ワークショップ 「通電焼結プロセスによる材料研究の新展開」 

(主催・実行委員会）東北大学金属材料研究所 

【共催】 通電焼結（SPS）研究会、金研・学際・国際高度人材育成ライフイノベーションマテリアル 

創生共同研究プロジェクト 

【協賛】 国際セラミックス連盟（ICF：International Ceramics Federation）,  

粉体粉末冶金協会傾斜機能材料委員会、日本学術振興会先進セラミックス124委員会 

 


